









































































































































































































































西暦 １９９６ １９９７ １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ ２００４ ２００５
平成 ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７
比 率 ２．７ ２．８ ２．３ ２．３ ２．９ ２．６ ２．３ ２．２ ２．０ ２．９
（３．０）（３．２）（２．４）（２．５）（３．２）（２．８）（２．４）（２．３）（１．９）（３．４）
金額① ２５６ ３３４ ２７４ ２７８ ３３８ ２９６ ２５１ ２３８ ２１２ ３１８
（１８５）（１３９） （８９） （９６） （１６２）（２１４）（１７６）（１６５）（１４０）（２４７）
金額② ４２１ ３６７ ３１５ ２９９ ２６９
（２５６）（２０８）（１５２）（１５５）（１２９）














































































































































































































案したという（『日経産業新聞』Sept. 21, 2006, 22）。關は早大の教職員の給
与は世間一般の１０－１５％割高。公益法人である大学で働く人の給与は世
表５ 大学法人の財務数値の推移（年度 ％）
西 暦 １９９７ １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ ２００４ ２００５
年 号 ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７
自己資金比率 ８２．３ ８３．６ ８４．７ ８５．７ ８６．７ ８８．３ ８９．６ ９０．９ ９１．７
（８０．１）（８０．９）（８２．０）（８３．２）（８４．２）（８５．５）（８６．９）（８８．２）（８９．０）
人件費依存率 ８７．７ ８７．５ ８７．２ ８７．６ ８８．２ ８８．０ ８８．５ ８９．２ ８９．９
（６８．６）（６８．３）（６８．０）（６８．６）（６９．４）（６９．２）（６９．５）（７０．２）（７０．７）
教育研究費比率 ２９．２ ２９．７ ３０．２ ３０．３ ３１．１ ３２．２ ３２．７ ３３．４ ３３．８
（２２．８）（２３．３）（２４．１）（２４．６）（２５．６）（２６．７）（２７．４）（２８．３）（２８．５）







いる（『日経産業新聞』Sept. 26, 2006, 26）。
關は２００５年に出版した著書の中で，早稲田の人件費について＜有力私
立大学１３校の平均レベル並みにしてゆけば＞とか＜財政的に苦しいとき


































































って，大学は重要な説明責任を負う＞（關 2005a, 108なお cf.『日経産業新聞』













































































































































































































運用資産 運用利回り 仕組み債・外国物 株式
日本大学 ２，８００億円 １．６％ 購入せず 購入せず
慶応義塾大学 １，４１３ ３．９ 購入 購入
早稲田大学 １，０２７ ２．２ 購入 購入
福岡大学 ９８６ １．５ 購入 購入せず
東海大学 ８０９ ２．０ 購入せず 購入せず
国際基督教大学 ５２７ ４．２ 購入 購入
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